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でした。おとなはいつの間にか常識・思い込みにとらわれてしまいがちです。

　

　こどもだった頃のことを忘れて、世間のものさしに合わせようとしたり、ついつい周りと比べてしまい

ます。本来、生物としての人間は生きる方向にあります。こどもには元々、生きる力が備わっているは

ずです。それを、おとなの思惑で弱めてしまっている気がします。備わっている力を邪魔せずに育って

いくようにするには、こどもの声を聞き、こどもの育つ芽を信じることのような気がします。それには「お

となのものさし」を問い直し、おとなもこどもも共に育ちあうことではないでしょうか。心地よく生きるた

めに。

　

　さて、「とよたこどもの権利フォーラム」は、おとなもこどもも対等に関わって作り上げていくプロセス

で、子どもの権利を学び体感しながら、少しずつ周りを巻き込んでいき、すべての人にとってやさしい

まちづくりをすすめていきます。

　短期間で開催が決まった「とよたこどもの権利

フォーラム2024～おとなのものさし　こどもの

まなざし～」を12月15日（日）に開催しました。7

月に決まったので、昨年の全国フォーラムの実

行委員のみなさんを中心に声をかけ、実行委員

会を立ち上げて話し合いを重ね、テーマ「おとな

のものさし　こどものまなざし」が決まり、全体

会、分科会の内容を決めて動きました。さて、今

回のテーマに決まったのは「おとなの『良かれ』

が本当にこどもにとって良いのか」「まずは、おと

な自身を見つめることから始めよう」ということ

  �はじめに�

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
実⾏委員⻑ 釘宮順⼦
（フリースペースK）
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　《日程》2024年12月15日（日）10：00～16：00

　《場所》豊田市福祉センター　４階フロア全体（愛知県豊田市錦町1丁目１－１）

　《対象》関心のある方ならどなたでも

　《参加費》トークセッション　500円（18歳未満のこどもは無料）

　　　　　　分科会　原則無料（一部分科会は資料代実費負担）

　《主催》とよたこどもの権利フォーラム実行委員会　　

　　　　　※実行委員構成団体 １９団体（団体一覧P４３掲載）

　《共催》豊田市

　《後援》こども家庭庁・愛知県・愛知県教育委員会・豊田市教育委員会・豊田市社会福祉協議会・広げよ 

           う！子どもの権利条約キャンペーン・日本ユニセフ協会

　《事務局》イトノワ（委嘱）

　フォーラムの主な目的

　1)子どもの権利条約の理念を普及すること

　2)子どもの権利について関心を寄せる人々の意見交換・出会い・交流の場を創出すること

　3)こどもの意見表明の場を創出すること

　主な目的は上記３点です。

豊田市近郊でこんなにもこどもに関わる活動をしたり働いたりしている方々がいることを改めて認識するこ

ととなりました。また、その個々の意識・熱意が高いことも驚きました。それなのに、「こども」を中心にして情

　

　前年に開催された「子どもの権利条約フォーラム２０２３inとよた」（以下、全国フォーラム）では、２日間で

市内外全国各地から延べ約2,000人の参加がありました。この大きな全国フォーラムを終え、運営に関わ

った実行委員団体だけでなく、分科会を開催した団体やボランティア参加した市民、そして一般参加者から

も、「これからもこのように集まれる場（フォーラム）があったら今後も参加したい」「継続してほしい」という

声が集まりました。（2024年2月開催 フォーラム振り返り会より）

　このように高まった機運を豊田でつなげていきたい、という思いで、豊田版フォーラム＝「とよたこどもの

権利フォーラム」の開催が決まりました。

　全国フォーラムの実行委員会、および事務局は、単年度での解散という規約があったため、一度解散と

し、豊田版フォーラムとして実行委員会を新しく立ち上げるところからのスタートとなりました。実行委員長

に、昨年の全国フォーラムで副実行委員長を務めた釘宮順子さん（フリースペースＫ）を、副実行委員長に

昨年実行委員だった浦川由香さん（自立生活センター　十彩）を迎え、事務局は、全国フォーラムを機に立

ち上がった中間支援団体 イトノワが担いました。

概要�

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
実施概要

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
１.フォーラムの開催経緯

２.フォーラムの目的と狙い
･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
事務局⻑ ⽥島真実

（イトノワ）
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報交換や意見交換し、そして共に悩む場は、これまでほとんどありませんでした。 さらに、そこにこども自身

の声がどれほど届いているかというと、なかなか厳しいのが現状だったと思います。 

　フォーラムは、日々こどもと関わっている人たちが、「今自分たちは何をしているのか」「社会的にどんな意

味があるのか」「何を求められているのか」の定点観測の場であり、羅針盤のような意味をなします。

　この毎年の積み重ねが、新たな場や取り組みを生みだすきっかけをうみ、大小さまざまなうねりとなり、社

会課題の解決へとつながっていく。直接的に何かが解決できなくても、解決につながっていく糸口につなが

る可能性を大いに秘めています。フォーラムを開催することで、このような様々な副産物を期待しています。

　しばらくたち、こどもに関わるたくさんのおとなたちの権利意識にじわじわと変化が生まれたころ、こども自

身が「自分は権利の主体だ」と肌で感じられる社会になっているのではないしょうか。フォーラムで発生した

うねりが、結果として、こどもを取り巻く環境・社会を変えていくことは、そう遠くない未来だと信じています。

　　　　　　かなわなかったこども参加

　今年度のフォーラムでは、実行委員会立ち上げから開催までが５カ月という短期間だったこともあり、主な

ターゲットをおとなに絞り、こども参加については、重要との認識は一致していたものの、ほぼ手を付けるこ

とができませんでした。そこには、こどもを振り回す形にしたくないという思いもありましたが、おとながいう

なれば「関わる自信」のようなものが準備できなかったのもあるかもしれません。来年度は、こども参加にお

いて、実行委員会内でも学びを深め、どのように取り組んでいくか、具体的な手法はもとより、実行委員の

姿勢・心構えを丁寧に探っていくところから始めたいと思っています。　

　一般参加者に関しては、想定以上の若者参加があり、若者も気軽に参加し学び合える場としての役割も

実感したところです。この点は、来年度以降も、より強化していきたいところです。

　　　　　　実行委員会の広がり

　運営主体である実行委員会も、開かれた場であ

ることがこれからのカギになってくると思います。

新しい視点や風を常に取り込みながら、オープン

であたたかい、とよたらしい進め方をしていきたい

と思っています。

　今年度のテーマは「おとなのものさし　こどものまなざし」でした。

　テーマを決めるための実行委員会では、多すぎるくらいのキーワードが上がり、「今、私たちが“参加者と

共に”考えたいことはなにか？」という視点に絞ったときに、「こどもの環境をつくっているのは結局はおとな

ではないか」という思考にたどり着きました。では、その「おとな」はどのようにこどもと関わり、こどもの声に

耳を傾けているのか？そう考えたときに、“おとなのよかれ・あたりまえ・習慣・常識・・・”＝“おとなのものさ

し”が強く存在しているかもしれない、となったのです。

　しかし、そのおとなのものさしを否定したいわけでも、排除したいわけでもないのです。ここがとよたの素

晴らしさだと思います。実行委員の気持ちは一致していて、まず、こどもの周りにある「ものさし」の存在に気

付くこと、そして、自分がどんなものさしを持っているかを自覚することから、この「とよたこどもの権利フォー

ラム」の歩みを始めたいと考えました。

　おとなのものさしに対して、こどもは数値などでは測れない「まなざし」をもっている、という視点と、さまざ

まな解釈の余地を残し、「こどものまなざし」という対ともとれる言葉を添え、今年度のテーマとしました。

３.テーマ設定の背景　テーマ『おとなのものさし　こどものまなざし』

４.来年度の課題

　　　　　　参加者層の広がり

　参加者層の間口を広げつつも、深い学びをした

いという層の期待にも応えていく、ということはな

かなか困難なことです。しかし、互いから学び合う

姿勢や受容の姿勢を基本に、とよたらしい「あたた

かい場」をつくっていきたいと思っています。

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
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５.当日参加者数について　　　午前午後　　延べ４８７名

（当日の様子）

「おとなのものさし　こどものまなざし」

37

17

30

97

52

23

11

73

55

トークセッション

487

トークセッション

11

8

15

31

24

12

8

24

27

170

10 23

分科会

特別企画

26

9

15

66

28

11

3

49

28

317

13

63
/6

69

小計

5

参加者

～10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代～

年齢不明
(当日参加など)

実行委員
ボランティア

計

報道
/行政担当等

子ども委員
/大学生サポーター



（「歌プロジェクト」のメンバー）

団体パネル展示コーナ
歌で自分たちの意見を表現・表明する

 こども・若者たち

(9:30から受付開始) 

10:00

12:00

13:00

15:00

15:20

16:00

トークセッション

お昼休憩

分科会/特別企画
(12:45受付開始) 

クロージング

10:00

16:00

団
体
パ
ネ
ル
展
示

楽
し
い
ツ

ル

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

書
籍
な
ど
の
展
示

12:00ｰ13:00

15:00ｰ15:20

16:00ｰ

物販

プログラム
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･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

�参加⼈数

41・42会議室

おとな　155名　（実行委員27名　豊田市職員5名　一般参加118名　報道5名）

こども　15名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者計　170名

･･････････････････････････････････････････

会場

　　「おとなのものさし」「こどものまなざし」という視点から、おとなとこどもの関係を自分事としてふり　  

    かえる。

　　スピーカーの活動内容や、そこに関わる目的・想い・願いを聞くことを通じ、私たちが生きる社会を　

　　ふりかえる。

　　誰もが自分らしく十分に生きることを支え合う社会を創っていくために、必要なこと・大切なことを

　　共にさぐる。

自己紹介

企画目的・ねらい

ファシリテーター　　伊沢令子さん

NPO法人NIED・国際理解教育センターの代

表。オルタナティブ・スクールあいち惟の森の

代表でもある。魔女になりたいと思っているの

で薬草(ハーブ)に関心大。

スピーカー　　井戸雄琉（たける）さん

小学校5年生で豊田市子ども会議の子ども委

員。子ども委員の活動を通して、いろんな学年

の人の意見を聞くために子ども会議に入った。

スピーカー　　下河希柚（きゆ）さん

豊田市子ども会議の子ども委員。中学2年生

で、吹奏楽部でフルートを担当している。

スピーカー　　鈴木友喬（ゆたか）さん

豊田市駅の目の前にある小さな商店の息子と

して生まれ、豊田市でずっと育ってきた。サウ

ナが大好きで昨日も行ってきた。毎週行ってい

るのでもしかしたら会えるかも。

スピーカー　　宇佐美由紀さん　

豊田市こども・若者政策課課長。こどもの権利

や子ども会議の担当課。子育てがほぼ終わっ

てからこの担当をしているため、色々勉強しな

がら自分の子育てに対して反省する日々で

す。

スピーカー　　佐藤幸子さん

豊田市こども図書室のボランティアや、自宅で

近所の子たちと関わったり、園や学校などへ読

み聞かせに行っている。絵本が大好きで、本に

関わることを一生懸命になって楽しんでいる。

スピーカー　　田北雅裕さん

九州大学の教育学部でまちづくりとデザインを

教えている。普段は里親を支援したり、里親養

育を広めたり。また、福岡県の糸島市で子ども

の権利条例の策定に関わっている。こどもたち

にはタッキーと言われている。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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「おとなのものさし」と聞いてイメージするのはどんなこと？

＜問い＞ものさしとまなざしの違いってなんだろう？

おとなとして大切にしているこどもへのまなざしってどんなこと？

おとなに望むまなざしってどんなものだろう？

下河さん）　ものさし自体は悪いものではないと思う。持っている常識がものさしになっているので、そ

れをこどもに押し付けるのではなくて提供してもらえる、こんな考え方もあるよ、と教えてくれる人がい

いなと思う。

井戸さん）　「ものさし」という言葉を辞書で引いたら、ものの長さを測るという意味と価値を決める基

準という意味があった。あまりいい意味とは思っていなくて、おとなと違う意見を持っている子がおとな

のものさしから外れるのだと思う。

鈴木さん）　あるおとなとの出会いがきっかけで、自分の進路を決めた。若い時にいろいろなおとなと

会うきっかけがあるといいと思うので、自分でそのような場を作りたい。

佐藤さん）　ものさしと聞くとそこに当てはめられるもののようなすごく怖い感じがする。「まなざし」に

は温かいものを感じる。

田北さん）大人になれば皆、正しい人になると思っていた。

宇佐美さん）隣のクラスの先生　/こどもの力を引き上げてくれた。

鈴木さん）自分を一人の大人として扱ってくれた人。

佐藤さん）「何をしたいの？」「なんでもやっていいよ。」とのびのびさせてくれた人。

下河さん）叱る時は怖いけれど、頑張ったときには褒めてくれた人。

井戸さん）自分の事を大切に思ってくれた人。

会場から）先生　/全員に公平に厳しかったしフェアだった。

伊沢さん）こんな人が好きだった、尊敬できる、こんな風になりたいという人を思い出すと、こどもがお

となに望んでいることが少し見えてくる。年齢が違ったとしても一人の人間として対等に扱ってくれる

人、力を引き出してくれるような人はこどもが信頼を寄せることができる。

　「おとなの常識」「見られている」「おとながこどもを必要以上に心配している」「自分の考えを押し付け

る」「あてはめる」「期待」「おとななりにこどものことを考えているけど自分がこどもの頃とは違う気がす

る」「ジェネレーションギャップがある」「必ずあるもの・なくならないもの」というイメージがそれぞれのス

ピーカーから語られた。

　「ものさし」という単語に対して、常識や期待の押しつけのイメージが強い中、こどもを尊重し、ひとり

の人間として接する姿勢が重要であるという意見が出されたり、あなたのためと言いつつ、こどもに窮

屈さを感じさせる言動が多いのでは？という意見も出た。

　結局は、ものさしを使っているおとな自身も窮屈な思いをしているのかもしれない、という気付きにつ

ながる話が展開された。

こどもの頃、「一目置いていたおとな」ってどんな人？

「ものさし」と「まなざし」スピーカートーク
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キーワードを見て・・・トーク

    「普通」の基準は人それぞれ違っているはず。

    おとなの基準、主流とか社会の常識だと思っていることに阻まれている。

＜説明＞

伊沢）こどもは周りのおとなに大きな影響を受ける。こどもたちの世界はおとなの世界の鏡ともいわれ

ている。私たちは自分らしく十分に生きられているのだろうか?自分らしく生きることを阻んでいるもの

は何だろうか？ゲストを2チームに分け、ホワイトボードに書き出していく。

「困」という字から考える

「困」は、元々育っていく力のある「木」が周りを囲まれてしまい、自分の力で伸びていこうとしているの

に伸びられずに困っているという意味がある。

私たちが「木」とするならば、その囲いになっているもの（＝育ちを阻んでいるもの）は何か。

田北さん）　改めて考えると自分はものさしを変えるような仕事をしていると思っている。まなざしはな

かなか変えられないし、変えようとしてはいけないかけがえのないものだが、ものさしは変えられる。お

となのものさしをこどもにとってふさわしい形に変えていく、その手段がデザインだと思う。自分のもの

さしを自分で変えるのはなかなか難しい。

宇佐美さん）　子ども会議でこどもの意見を聞くことが多い。こどもの意見を取り入れて施策にしてい

かなくてはいけないが、まずは「ちゃんと聞く」というところに切り替えた。これまで市民に意見を聞いて

きたが、その市民の中にこどもも入っているのに聞いてこなかったという反省がある。そこを本当に、

「直接聞く」という行動を起こすことにした。

「自分らしく十分に生きることを支え合う」ことを阻むものって？

キゲンの悪さ（家事・育児・介護） ／態度／家

族／決めつけ／自由な時間のなさ／肩書／世

間体／ 自分じゃないことに気を取られて機嫌

がよくない／背負ってるものを守らなきゃいけ

いない／「普通は～」っていう言葉／おとなは

普通はこう・こどもは普通はこうとよく言われる

おとなの「困」チーム

（下河さん、鈴木さん、田北さん）

○○ちゃんはこうだって… ／あなたのため／

他の人との比較／おとなの評価／成績／競争

／常識・同調圧力／規則／こどもなんだから

／早くしなさい／個性の強い子／あなたより私

の言っていることの方が正しい／私たちの言う

ことを聞いた方がいいわよ／こどもの意見を

聞くよって言われてもおとなっていうのは自分

が正しいと思い込んでいる人物なので、こども

の意見は通用しない／中学生なのに何で公園

で遊んでるの／中学生は勉強しなさいってい

う昭和の固定概念

こどもの「困」チーム

（井戸さん、宇佐美さん、佐藤さん）

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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「自分らしく十分に生きることのできる社会」／子どもにやさしいまちになるには

宇佐美さん）　昨年度の全国フォーラム（子ども

の権利条約フォーラム2023inとよた）をきっか

けに、市民団体のみなさんと周知啓発について

考えてきた。今日も、実行委員のみなさんが考

えてくださり、行政がやると今日のようなこんな

楽しい会はできなかったと思う。平成19年に豊

田市に子ども条例ができ、子ども会議や子ども

の権利相談室などの枠組みを作ることができた

が、中身をより深く動かしていくためには、活動

者が集まって魂を入れていくことがとても大切。

地域のみなさんも、どんどんこどもの意見を聞

いて、こどもも、意見を聞いてもらえると地域へ

の愛着も沸いてくるし、もっとやりたいと思える

ようになるので、少しずつ広げていければこども

にやさしいまちになっていくのかなと思う。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

田北さん）　その都度ふわさしい形を決められ

るのがまちづくり。子どもにやさしいまちをつく

るのならば、そこに住んでいる人たちの声をき

かなくてはならない。だから一番声が聞こえづ

らかったり、あなたの声はこういうことでしょ、と

なりがちなこどもの声をちゃんと聞いて、おとな

もかけがえのないまなざしを持って、よりふさ

わしいまちを探っていくことがまちづくりなのか

なと思う。

＜問い＞こどもにとって最善がなされる、「子どもにやさしいまち」とは一体どんなまちだろう？

鈴木さん）　一歩行動するその小さなアクション

が大事だよね、とはよく言われるが、小さなアク

ションとも言えないようなことの方が結構重要な

んだと思っている。小さなことをどれだけできる

かがすごく大事だし、不安な選択をしたとして

も、自分としての納得感があるかも大事。おとな

のものさしでいろいろ言われることもあるが、自

分がこういう風に生きたい、選択したいと思える

かどうかが大事だと思う。

井戸さん）　子どもにやさしいまちづくりで大切

だと思うのは、地域の人との関わり。お祭りや

地域の人と触れ合える機会を持つことや、こど

もが地域の人を気にかけて役立つことができ

たら、やさしいまちづくりが実現できると思う。

下河さん）　最初に浮かんだのは、学校帰りに地

域の人に「おかえり」「いってらっしゃい」と言っ

てもらえること。そんな小さなことだけでもすご

く嬉しく、あたたかいまなざしで見てくれている

と感じる。そのような小さいことを大切にしてい

けたら、地域全体がやさしい雰囲気のまちにな

ると思う。

佐藤さん）　実体験は無理でも、本を読むこと

でいろいろな人生を知ることができる。こども

図書室も居場所のひとつになっていて、塾など

で忙しくても合間をぬって遊びに来てくれたり、

今日学校でこんなことがあったよと話をしてく

れたりするだけでもいい。それを、きちんと聞い

てあげられる近所のおばさんでいたい。
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※参加者の感想は、P３2　アンケート結果（自由記述）にて

　  伊沢さんからは学生時代、自分が考え続けていくこと、

考えて誰かに伝えていくこと、自分が大切だと思うことを大

切だと発言していくことの大事さ・価値を教えてもらった。

今、子どもの権利という、自分が本当に大事にしているとこ

ろに関わっていることが幸せ。（JUNTOS 吉村迅翔）

トークセッション司会者の感想

 　 できていないことや人を否定・批判するのではなく、まず自分の身近な「ものさし」の存在に気付き、

明日からの一歩を「ともに」踏み出せる企画を意識した。

  　様々な視点からの議論が展開できるよう、スピーカーの活動分野、視点、関わり方、年齢などの属

性を幅広く設定した。

　  一般参加者が聞くだけの受け身にならず主体的に参加してほしい一方で、どの程度の参加を促す

かが難しかった。「聞くだけの形が参加しやすい人もいる」という意見が実行委員会でも出て、グルー

プワーク中心ではなく、「個人で考える時間」を大切にした内容をつくっていった。

  　初の試みとして、会場の設えから、「とよたらしさ」（＝あたたかさ）（＝心地よさ）を感じてもらいたい

と考え、椅子席・テーブル席・ゆか席と3種類の座席を用意し、心身ともに様々な状態の人がその場に

心地よく居られる工夫をした。

 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

域のボランティアによく参加しており、しつこくしつこくこどもたちに挨拶をしまくるおばさんだと多分思

われているけど、子ども委員の2人が、「挨拶してくれて嬉しい。」と言ってくれたことが、とても嬉しかっ

た。ありがとう。（豊田・みよし おやこ劇場　弥田美雪）

　  曖昧で、本当に不確定な要素に大いに影響されて、自

分自身も居場所を作ってきたんだなと実感した。私は、地

運営の記録

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
企画するうえで気を付けたこと・ポイント

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
 　 様々な立場の話が聞けて良かったという意見がある一方で、もっと個々の話を聞きたかった（一人

ひとりの時間が短かった）という意見があった。

　  テーマ設定が広い切口だったことで、それぞれのスピーカーの具体的な活動の話などをもっと深く

聞きたくなった。

 　 一般参加者ひとりひとりが、自分のものさしの存在に気づき、今後の生活で大切にしていきたい事

を見つけることの出来た時間だった。

 　 こどももおとなも幸せに生きるために、地域・行政・市民が手を取り合っていけるよう、今後も継続

的な対話と行動を続けていくことが大切。今回のトークセッションが、その第一歩になるよう、次につな

げていく。

 　 今後も、こどももおとなも互いに成長し、自分らしく生きられる社会を目指すステップを一段ずつ登

っていけるような内容の場を提供していきたい。 
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こどもにとっての「居場所」とは、どんな場所なのだろうか？こどもとおとなでは、「居場所」に対する思

いが違うのだろうか？ よく耳にする「居場所」について、こどももおとなも対等に話すことで、おとなは

自分のものさしに気づくかもしれない。 輪になって少人数で対話をすることで、「こどもの居場所」につ

いての思い、大切なことを考えたい。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
分科会１のねらい

43会議室

おとな　21名　

こども　4名（うち大学生2名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者計　25名

加藤康平、釘宮順子、今西モト子、斎藤美紀、鈴木牧穂、

有馬直美、小松昌世　（７名）

こどもの当日参加が少ないことを想定し、事前にこどもの声をアンケートで集めた。 当日の参加者に

も、「こどもにとっての居場所とは？」とこどもの声を予想する形で事前アケートと同じ設問に回答して

もらい、５〜７人のグループに分かれ話しをした。その後、 事前アンケートの内容を参加者と共有し、

「居場所」についての話しをさらに深めた。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
内容

グループを「小学生／中高生／年齢問わずこどもの居場所」と分けることで、参加者それぞれの経験

を出し合え、より具体的な内容で盛り上がった。 積極的には発言しなくても、うなずいたり話を振られ

たら答えたりする高校生や、お菓子を食べながらその場に居続ける小学生がいたことは、印象的だっ

た。

印象に残った場面

　  「おとなの勘違いした優しさ」というワードにドキッとした。（略）自分を出せる居場所作りをしていき

たい。

 　 子ども一人ひとり、あるいは自分の子ども時代を考えたら、自由にさせてほしかったし、好きなこと

を好きにさせてあげたい。一方で、大人になって地域づくりまちづくりの仕事をしていて、人間はなんて

自分勝手で自分のことしか考えないのだろうかと思ってしまう。これは大人のものさしなのでしょう

か？

参加者アンケートより

�参加⼈数

会場
･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
担当スタッフ

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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　  100人余りの事前アンケート（こどもの声）が寄せられたのは、予想外で良かった。

  　当日のこども参加がもう少しいたらよかった。こどもが参加しやすい場、進め方を考えていきたい。

  　様々な立場のスタッフ、参加者と話しをすることで、新たな情報を得ることができ、「こどもの居場

所」を考えるキッカケになった。

　  正解もない中で、常に「おとなのものさし、おとなの良かれ」を自分に問いかけながら、こどもたちの

まなざしを大切に、これからも、こどもや周りの人たちと関わっていきたい。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
今後に生かしていきたいことなど

参加者自身が
話をしたいグループに分かれた

事前アンケートでこども達に聞いた内容を
参加者さんにも同じ設問で考えてもらう

事前アンケート（こどもたちの声）
を伝える場面

参加者同士、輪になりじっくり話す場面

13



「子どもの権利の実現には、おとなの環境を整えることが大切」という視点から、主に以下の3点を目

的として企画した。

１）周囲の目を気にし過ぎてしまう人、自責の念から辛い思いをしている人がいたら、少しでも心を軽く

すること

２）おとなも「助けて」と言って良い、自分を大切にする ということに気づき、体感する時間となること

３）「おとなのものさし」を考える上で、批判的な捉え方ではなく温かい空間の中で過ごすことにより、身

近な「権利」について気づくこと

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
分科会２のねらい

44・45会議室

おとな　2９名　（対象：おとな）　　　　　　　　　　　　　　　　　　   参加者計　2９名

青木久美、河村玲子、菅井真紀、鈴木佳代子、堀尚子、

森本夕稀　（6名）

�参加⼈数

実施場所
･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
担当スタッフ

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････

講師：岡本伸子さん（ワークショップ専門企画みんなの木）

 2023年開催の全国フォーラム（子どもの権利条約フォーラム2023inとよた）に、「子どもの権利条約

は、おとなが守る約束です…」と、力強くも温かいメッセージを下さった。大学でコミュニケーション演

習の授業を受け持つ。講座で大切にされていることは、講師が「教える」のではなく、自分自身が「発見

する」ということ。

【１】伝えあうコミュニケーションワーク

　それぞれのお題について、どれくらい好き⇔嫌いかを、参加者全員が一列に並ぶことで表現する。問

われ方や受け取り方で、自分や皆の動きが違う事を体感した。

【２】誰かと関わりながら生きていることを体感できるワーク

　①じゃんけんで負けた人が、「負けた！」とチームに伝え、それを受けて全員が列車のように繋がり動

く。自分が「助けて」と発信することで皆が動き、問題が解決していく。解決しなくても皆で動くことが楽

しいと体感した。

　②パートナーの発した音だけを頼りに、離れた場所にいるパートナーの元へたどり着く。信じた人が

いれば、暗闇の中をも進めること、また音を発し続けることの大切さ、大変さを感じた。

【３】「自分を大切にする」ということについての話～あるこどもと関わった時の話から～

　「助けて」と発信することに加えて、そのSOSを受け止め、共に考えてくれる大人（世の中）の大切さ

を感じた。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
内容

■好き・嫌いを割合で表し、行動するワーク

迷う内容であれば、行動が遅くなること。当たり前に解っているようなことだが、体感したことにより、こ

どもの行動と結びつき、納得の声がたくさん漏れていたところ。

印象に残った場面
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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■じゃんけんに負けた人に、チーム全員が協力するゲーム

何度も負けると大変そうなのに、その場面が、講座の中で最も盛り上がり、皆が笑顔になっていたこと。

■音だけを頼りにパートナーを探すワーク

初対面の人を信じることは難しい。多くの人が不安そうだったけれど、相手に辿り着けた時の抱擁と、

その安心感がとても良い雰囲気でした。最後の1人が辿り着くのを見守る時、会場全体に一体感があり

ました。

　  初対面の人同士でも、誰もが声を掛け合い、協力し合ってワークに取り組んでいました。

  　講師からの問いに対して、感じたことを、進んで発言してくれる人が多かったことが印象的でした。

　  休憩時間にも、ワークで感じたことを講師に伝えたり、質問したり、積極的な参加姿勢の人がたくさ

んいました。

  　「おとなのものさし」に縛られているのは意外と おとな かもって思いました。『大人だから(できて当

たり前)』『親なのに(知らないの？)』みたいなのが実はまわりにいっぱいあって、それに縛りつけられて

窮屈な思いをしているのは私たち おとな だなと思いました。

　  最初からリラックスして参加できる雰囲気だった。

参加者アンケートより
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

  　この講座を、辛い気持ちを抱えている人に、少しでも届けたい想いがあったが、そういった人に届け

るためには どうしたら良いか が、難しい点だった。実際に参加された方は、こどもと関わることや、他者

に寄り添う場所作りに生かしたい という人が多かったようです。間接的にでも、生きづらさを抱える人

に届き、寛容な社会に近づくのなら、嬉しいことだと思った。

　  1人で申し込んでくれた参加者さんに、休憩中、声かけができ、楽しんでくれている様子で安心し

た。休憩時間は、次の準備に気を配る必要がある中、チームのメンバーに任せられる安心感があったの

で、とれた行動だった。この分科会運営で初めて顔を合わせたスタッフで、お互いを信じ、自分にできる

役割を大切にすることができたのは、大きな成果だと感じる。

  　講師の岡本さんと対話を重ね、大切にしたいことは何か、どうしたいのか を繰り返し自分に問うこと

ができた。私たち自身も、自分を大切にすることを準備段階から学んでいたように思う。まずは自分の

気持ち、そして身近な大切な人。更に、新たに出会う人。この姿勢を生かすことで、少しずつでも子ども

の権利の理念の普及、温かい社会の実現に繋げていきたい。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
今後に生かしていきたいことなど

オープニング/好きな食べ物を伝えあう 本気のじゃんけん

パートナーの元に辿りつけた瞬間 休憩時間の様子
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「きかせてジャーニー」（NPO法人 子どもアドボカシセンター福岡製作）の実体験を通して、自分の意

見をあらわすこと・相手の意見を受けとめ尊重することの大切さを実感してもらう。こどもの権利を学

ぶというより、「声を聴く、聴かれる」ことに光をあて、ツールを通して体感することで、子どもの権利を

より身近に感じてもらうことを目的とし、お互いの体験を共有し、フィードバックして学びを促していく

ことで、次の一歩へつながるきっかけになるように企画した。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
分科会3のねらい

46会議室

おとな　15名　

こども　2名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者計　17名

弥田美雪、嶋田真紀、髙橋弘恵、堀内まどか、松原康予

猪飼由美子、秋田真由、田島真実　（８名）

講師：田北雅裕さん（九州大学大学院専任講師、きかせてジャーニーの開発に携わる）

<前半：おとな>

田北先生による講義。きかせてジャーニーの開発経緯や目的、子どもの権利とこどもの声を聴くことに

ついて話を聞いた。

<前半：こども>

きかせてジャーニーのツールの一部である「もやもやフライト」を実施。こどもが日常生活で感じるもや

もやした気持ちを言葉や絵でかいたりし(何も書かないもあり)、紙ひこうきを飛ばすことで、からだ全

体を使って気持ちをあらわす。

<後半>

お互いの声を聴いて語り合う「ぺちゃくちゃスカイ」（すごろくのようなもの）を体験。お互いの声を聴き

合う事に意識を置いて、楽しみながら実感していく。その後、体験を共有しディスカッションし、フィード

バックして学びを深めていく。最後に、身近な子どもアドボケイトとの接点をつくるために、「子どもアド

ボカシーセンターNAGOYA」を紹介した。

日常生活のエピソードに紐づけて子どもの権利を紹介するなど、子どもの権利についてわかりやすく

解説した冊子：ジャーニーパスポートに「子どもアドボカシーセンターNAGOYA」の連絡先シールを

貼り、お守りとして持ち帰ってもらった。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
内容

  　こどもの意見表明を助けるツールだが、おとながこども時代を思い出すことで、こどもの気持ちに寄

り添ったり、おとなも意見表明していい、聴いてもらえる！という感覚を改めて嬉しく思い、楽しんでい

た。子どもの権利ではあるが、おとなも含め、意見表明の権利と体験のかけがえのなさを共有できて

いた。

印象に残った場面

�参加⼈数

実施場所
･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
担当スタッフ

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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きかせてジャーニー

ぺちゃくちゃスカイ パスポート

もやもやフライト

　  対話を広げ、多様な声が共存する場づくりをするファシリテーターという立ち位置、そして参加者も

意見表明するだけでなく、他の人の意見を聴くという立場を実感したからこそ、「こどもと向き合うため

のポイントや対話のコツ」の話の場面でメモが止まらず、何か一つでもすぐに取り入れていこうという

姿勢がみられた。

  　こども向けツールであったが、こども時代に戻れたり、おとなにとっても有効なツールだと感じた。お

となも意見表明できていないので、おとなが伝える、聴いてもらえる経験をすることで、実は気持ちが

浄化することがわかってよかった。

　  おとなは正解を求めがち、型にはめがち、ということをゲームを通じて改めて気づいた。まさに「おと

なのものさし」だと思う。

  　ツールを使うことで、知らない方でも話すきっかけ、話したい、聴いてもらうことを体験できた。自分

の気持ちを話せなかったり、蓋をすることに慣れてしまっているこども達にも、安心できる第3者に囲ま

れた場所で何度か繰り返されたら、言えるようになるきっかけになるかもしれないと思った。学校や気

軽に参加できるような場所でできたらいいなと思う。

参加者アンケートより
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

　  スタッフがテーブルファシリテーターをする上で、アドボケイトの役割(子どもの権利の学びを促す

ファシリテーター)の負担が大きかったが、着目する点を変えたり、田北先生が場をリードしナビゲート

してくださったことで、スタッフの不安や難しさが減った。結果、各テーブルの差があまり生まれずに、

良い場となった。

  　ファシリテーター、そして参加者というそれぞれの立場で「声を聴く、聴かれること」にフォーカスし

て一緒に経験し、それぞれの気づき、発見、難しさなどを共有し学びへ変えることで、視座を高めること

ができた。このようなツールがあるだけで、お互いに気持ち的に楽に、声が聴かれる状況を作ることが

できた。ここでの出会いや体験をきっかけに、個々のアクションや、多様な主体と一緒に、協働を形にし

ていきたい。(どう広げて、どう伝えていくかが今後の課題の1つ)

　  こどもの参加を増やすことが難しく、どんなこどもにも届くプロモーションが課題である。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
今後に生かしていきたいことなど
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障がいを持つ人、日本語を母国語としない人、おとな、こどもと集まり、「誰もが楽しい！！」とはどうい

うことかを考える時間をつくるために企画した。また、社会の構成員は、いろいろな人がいることを改

めて考え、再認識してもらった。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
分科会４のねらい

47会議室

おとな　1３名　

こども　７名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者計　２０名

浦川由香、大當千晴、川北ミレナ、木村成那、佐藤舞、末永涼子、鈴村英衣、種村

香絵、中野まこ、中村栄子、宮川華子、山村桂子、山本貴美子、吉村迅翔　（14名）

「玉入れ」をベースに、誰もが参加出来て、楽しくなるルールを、参加者で考える。

２つのチームに分かれ、「こんな人がいたらどう楽しむのか？」など、意見を出し合い、ルールをブラッシ

ュアップしていき、各チームで考えた玉入れを実践した。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
内容

　  本当に沢山のアイデアが集まった。玉入れは、高い所にあるカゴに向かって玉を投げるという概念

を崩して、机の上で玉を転がし、机の下に置いたカゴに入れるという発想もでて、驚きだった。

  　競技が出来なかったとしても参加者全員が応援を楽しむ！という意見が出て、まさに誰もが楽しめ

ることだと感じた。

印象に残った場面

�参加⼈数

実施場所
･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
担当スタッフ

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

　  参加者からは、ここに居た人も居ない人も含めたルールを考えれたことが嬉しかった

  　最初は恥ずかしかったけど、最後は恥ずかしくなくなった（こども）

　　多様性、インクルーシブと言葉は知っていても、実際に体験、経験することで感じる、気づくことはと

ても大きい

参加者アンケートより
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

　  どんな人が参加してくれるのか？日本語を話せない方の対応、耳の聞こえない方の対応をどうす

るかという問題に悩んだ。

  　事前申し込みで必要な配慮は確認できたので、事前にスタッフで対応することが出来た。（母国語

が外国語の人用に事前資料を翻訳しておく／聴覚障がいの人には当日筆談で対応）

　  誰もが楽しんで参加するために、主催者が参加者の必要な配慮の声を聴き、そこから出来ることを

考え行動することが必要だと改めて感じた。

  　インクルーシブ社会を目指すには、どんな規模のイベントであろうと様々な配慮がされる社会にな

って欲しいと思う。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
今後に生かしていきたいことなど
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19

オリエンテーションの様子 「みんなが楽しめる玉入れ」のルールは？

アイスブレイクの様子 チームで考えたルールで競技①

チームで考えたルールで競技②



　豊田市子ども会議は、豊田市子ども条例第２０条に基づき、まちづくりについてこどもの意見を聴くた

めに設置されている。子ども条例の中にある、こどもにとって大切な４つの権利のうち「参加する権利」

の中には、「こどもが自分の気持ちや考えを表明すること」「表明した自分の気持ちや考えが尊重され

ること」とあり、子ども会議もこの考え方を大切にしている。その発表の場として、本フォーラムの場が

設定された。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
特別企画のねらい

41会議室

おとな　1０９名　

こども　７2名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者計　1８１名

豊田市こども・若者政策課、イトノワ　（13名）

事前に行われてきた子ども会議では、「こどもの居場所づくり」をテーマに、こどもたちが安心して意見

を言いやすい場づくりから始まり、フィールドワークやこどもの居場所に携わるおとなとの対話を行うな

どの活動を重ねてきた。その上で、子ども委員７４名が９チームに分かれて考えた”どんな居場所がほ

しいか””どんな居場所に行きたいか”についての提案をまとめた。フォーラムでは、それぞれのチーム

がパワーポイントや劇など伝わりやすい手法で自分のチームの提案・意見をまとめ、市長や多くのおと

なに向けて発表しました。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
内容

  　こどもが自分たちの言葉で意見を伝えていたこと、またその表現の仕方も、劇を盛り込むなど様々

だったことが印象的だった。

　  今年は発表だけでなくタイムキープや質疑応答もこどもたち自身で進め、グループの仲間で協力し

合って頑張る様子が頼もしかった。

印象に残った場面

�参加⼈数

実施場所
･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
担当スタッフ

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

子ども委員のご家族や学校の先生などの来場が多く、こどもたちの姿を真剣に見ている・聞いている

様子だった。グループごとに質疑応答の時間があったが、なかなか手が上がらなかったため、スタッフ

がもう少し手を上げやすい雰囲気を作れたらよかったと感じた。

参加者の声・様子
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

今回の発表を受けて、こどもたちが安心できる場所・おとなに干渉されすぎず自由に過ごせる場所・そ

の日の気分や目的に合わせて過ごし方を選べる場所などを求めていることが分かった。こどもたちの

意見に応えるために、令和７年度からの「こども・若者計画」で居場所づくりを重点プロジェクトとして

やっていくことを決めた。今回のこどもたちの声を反映できるよう検討していく。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
今後に生かしていきたいことなど
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21

各チームの発表の様子



４階ロビー

実行委員団体 12団体 ・ 市に関わる団体 2団体 ・ その他の団体　合計 22団体　　　　　　　

菅井真紀、小松昌世、青木久美、堀内まどか

�参加団体数

実施場所
･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
担当スタッフ

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････

22

　  子どもの権利を大切に活動をしている団体を紹介し、多くの人に知ってもらう。

  　団体とつながるきかっけをつくる。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
パネル展示の目的

実行委員団体、および子どもの権利に関わる活動をしている団体に声

をかけ、パネルを使って、自由に団体の活動の紹介をしてもらった。

･･････････････････････････････････････････････････････････
内容

　  貼り付けの時に、自然と展示団体同士での交流が生まれたり、反

対面の団体や隣の団体と助け合ってる様子が見られ、良かった。

  　板が硬くて動くため、画鋲が貼りづらかったが、掲示スペースが大

きかったのがよかった。（展示に参加した団体より）

　  各団体の個性が光り、色んな表現があるものだなと楽しめた。

参加者の様子

  　パネルに画鋲が刺さりにくかった。

　　展示募集の際に実際とは異なる写真を使用し、パネルの条件を勘違いされた団体があった。次回

は掲載する写真に気をつけたい。

　　関わる団体が広がればいいなという思いで声をかける団体を選んだが、どこまで、どのように声を

かけるかが難しかった。

　　各団体、温かさの伝わる掲示物を用意してくださり、嬉しかった。

　　しっかり吊り下げられなかった展示物を、いろんな人が直してくれて気にかけてくれてたのが、あり

がたかった。

今後に生かしていきたいことなど

･･････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

貼り付け作業中

野外保育とよた森のたまご

一般社団法人JUNTOS

豊田・みよしおやこ劇場

BYBSコーチング

社会的マルトリートメント予防中部支部

イトノワ

とよたプレーパークの会

豊田市　こども・若者政策課

親子コミュケの会

キッズプランナー　

ガールスカウト愛知県第62団　

ゆるーっと♡ほけんしつ　夢カフェ

Sokkaの会

ゆのか

自立生活センター十彩

こどものマイクけんきゅうかい

つなGO

みよしプレーパーク

NPO法人未来育プロジェクトMeLikePriject

NPO法人愛知こどもホスピスプロジェクト

とよた子どもの権利相談室

NPO法人あいちCAPプラス



･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

� 進⾏

41・42会議室

進行：フォーラム事務局長 田島真実（イトノワ）

会場

　  参加者が参加したプログラムの内容や気づき、フォーラム全体を通して

の感想を言語化し共有する。

  　フォーラムの企画目的や主催者としての想い、これからへの期待や展望

を伝える。

　  アタマを使ってきた1日の最後に、「歌プロ」からの歌を参加者のココロ

に届ける。

企画目的・ねらい

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････

クロージングで大切にしたいこと

　分科会１～４と特別企画より代表者による内容シェアが行われ、その後、近くの席の人同士で自分の

参加した分科会の感想を話し合う時間がとられた。感想をシェアすることで、今日受け取ったものをし

っかり自分の中で消化して帰ってほしい、という目的だ。参加者同士の自己紹介からはじまり、和やか

にシェアタイムが進んでいった。

 はじめましての方と近くに座ってみると新しい交流が生まれるチャンスになるかも♪というアナウンス

でクロージングがはじまった。

 そして、司会より、 「この場を安心して過ごすためのお約束」として、“人のことを否定しない”“違いを

受け止める”“時間は平等”“相手の話は最後まで聞くしお互いに聞き合おう”“うまくまとめなくても大

丈夫”“言いたくないことは言わなくても大丈夫”という確認があり、本題に入っていった。

分科会シェアタイム

「つなげよう・ひろげよう・ふかめよう」

　“今日気づいたこと、大切だと思ったこと、今日の経験や発見をこんなことにつなげたい！”ということ

を、当日パンフレットの記入欄に書きだした。全体の共有タイムでは、「大学生の子の、自分らしくいら

れる場所・ここにいていいと思える場所が大事という意見を聴いて、信頼できるおとな・絶対的に味方

になってくれるおとなになろうと思った」「目をつぶって自分のペアが出している音だけを信じて歩くと

いうワークをやって、“つながりを信じてみる”ことが体感できた」「おとながまず自分自身を認めること

が大事だと思った」「今日の企画をやって終わり、ではなくて、ここに参加した一人として、言い続ける、

発信し続ける、そして意識し続けることが大事だと思った。特に知った顔ばかりじゃなくて、こういう活

動をしていない人に広げるのが必要。」「（こどもからの意見で）自分

の普通がみんなの普通じゃないんだと感じた。

今日感じたことを学校やほかのコミュニティで色んな人に伝えたい」

という言葉など、活発に発言があった。それぞれ考えたことをパンフ

レットのメモ欄に書き、お土産として持って帰ってもらうことができた。
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フォーラムの意味と今後の展望

　事務局長より、改めてとよたこどもの権利フォーラムの開催経緯と目的の説明があり、豊田で高まる

子どもの権利意識やフォーラムの継続性の意味、そして市民みんなで作り上げていく大切さが語られ

た。

　副実行委員長（浦川由香/自立生活センター十彩）からは、「昨年の全国フォーラム（子どもの権利条

約フォーラム2023inとよた）では、障がいのある子が参加できておらず、インクルーシブな場を作りた

かった。ほかの実行委員さんたちが賛同してくれて、分科会を実現できた。このあたたかい雰囲気が広

がっていくようにしたい。」と感謝の言葉が述べられた。

歌プロジェクトからの声

最後に歌プロジェクトから、うたのプレゼントが届けられた。歌プ

ロジェクトは、社会で埋もれがちな小さな声を拾い上げ歌にする

若者グループで、昨年の全国フォーラムでも披露された「ルー

プ」の歌唱により、会場が感動に包まれ『とよたこどもの権利フォ

ーラム2024』は幕を閉じた。

　  “個人として尊重される”を体感することでうまれる安心の心地よさを各々がフォーラムのどこかで

味わったのではと感じるようなホクホクした空気漂うクロージング会場だった。シェアタイムも、自分に

問う短い時間も、自分と他者を尊重できる時間だった。こういう体感の積み重ねこそが人権を守るひ

とりひとりの力につながると思う。

  　初めて歌プロの子達の歌う姿を見たのは2年前のフォーラム。コンサートホールという大きな舞台

で歌う姿に涙が出るほど感動した。そして今回、会場は違えど歌う姿を見て、1年前とは違う控えめで

はあるが力強さを感じ、命を輝かせている姿に感動した。

参加者アンケートより
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

運営の記録

　　参加者ひとりひとりが、フォーラムで感じたこと考えたことをそのままにして帰らず、しっかりと振り

返り、明日からの具体的な行動につなげられる内容を意識した。

　　初めから終わりまで、安心して心地よく参加してもらえることを大切にした。

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
企画するうえで気を付けたこと・ポイント

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
今後に生かしていきたいこと

　　あたたかい拍手のもと、クロージングがスタートしたこと。

　　最初に各分科会の内容を共有する時間があったことで、参加

していない人も他の分科会の内容がわかり良かった。

　　会場の参加者が、おとなもこどもも積極的に発言した場面。

　　参加者の発言や様子から、それぞれ今日受け取ったものをも

う一度感じ、考えてくれていることが伝わってきた。

　　自分は何を大切だと思い、明日からどう生きていこうと思うの

か、それぞれが宝物として持ち帰ってくれたのなら嬉しい。

印象に残った場面
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

　　クロージングがあることを知らない人も多かったので、パンフレットへの掲載方法など、次回は工夫

したい。
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日時 主な内容
実行委員
出席人数

１

7/9(火)
12:30～14:30
産業文化センター
キラとよ

オリエンテーション
（フォーラム概要、実行委員会進め方、交通費について）
実行委員長決定　/　自己紹介　　
フォーラム全体テーマ：キーワード・関心ワードの出し合い　

25名

２

7/25(木)
12:30～14:30
産業文化センター
キラとよ

★メインキーワード・フォーラムの方向性　　絞り込み　
メインプログラム、分科会、その他コンテンツの有無決定　　
各プログラムの予算について
有志チーム募集

21名

３

8/7(水)
12:30～14:30
産業文化センター
キラとよ

★フォーラムテーマ　決定　
分科会チーム話し合い①（チーム分け、方向性の確認など）　

20名

４

9/4(水)
12:30～14:30
産業文化センター
キラとよ

分科会チーム話し合い②（概要決定）＝テーマ、主な内容
※次年度向けて
   （2023実行委員団体ヒアリング調査提出）
                         ※9月上旬：広報とよた11月号枠取り（概要）

20名

５
10/9(水)
13:30～15:30
福祉センター

分科会・メインプログラム（概要決定）　　　　＝チラシ完成
メインプログラム(トークセッション・クロージング)の内容検討①
当日タイムテーブル確認
                               ※チラシ校了：10/12　※納品：10/18

24名

６
11/6(水)
12:30～14:30
福祉センター

分科会チーム話し合い③
メインプログラム(トークセッション・クロージング)の内容検討②
当日パンフレット案　　　　　　　　　　
                                                参加者募集スタート：11/５
                                                  広報とよた１１月号　掲載

26名

７
12/3(火)
12:30～14:30
福祉センター

分科会チーム話し合い④　
スタッフ配置、報告書・アンケートについて
東京フォーラムの報告    
                                           12/初旬：当日プログラム納品

23名

前
日

12/14(土)福祉センター　　　　前日準備

当
日

12/15(日)福祉センター　　　　　当日

８

1/14(火)
12:30～14:30
産業文化センター
キラとよ

振り返り会（全体振り返り・各分科会報告） 26名

９

3/25(火)
12:30～14:30
産業文化センター
キラとよ

報告書報告配布・会計暫定報告・次年度に向けて　など　  21名

とよたこどもの権利フォーラム２０２４　　実行委員会スケジュール

実⾏委員について
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実行委員会の道のりはまさに宝探しの旅。

Q.「みなさんが見つけた宝物はなんですか？？」「どんな宝物を見つけましたか？？」

僕が見つけた宝物は、同じ想いの方々と過ごす時間です。
子どもの権利を心から大切に想うみなさんとともに、真剣に
考え、行動する時間は心底あたたかく、自己肯定感の低い
僕が自分自身を肯定でき、前に進む力をもらえた、そんな
時間でした。

声を聴くこと、聴いてもらうこと。まだまだ経験不足だが、対
話が広がるよう今やっていることを続け、共感することが大
事だと思った。自分を認める、大切に。今後どう広げていく
のか、どう伝えていくのかが課題。

いろいろな価値観を共有できる仲間と出逢えたことです。否
定から始まるのではなく、互いを尊重し合える関係を続けて
いきたいです。

・新たな繋がりや意見、アイデアを知ることが出来た。
・子どもの成長や力を知ることが出来たおとなたちの姿を見
られたこと。

昨年度と同様、人とのつながりが宝物！昨年があるからこそ
より深められた関係や今回新たに！のつながりも。このつな
がりが実行委員会だけでなく、市民の皆様に大きく温かく
波及していくフォーラムとなりますように。

新しい出会いがあり、嬉しく思います。
初めて知った団体もあり、世界が広がりました。分科会が
一緒のメンバーとは、テーマに関して話を深めることができてよ
かったです。

「他主体の協働」多様な主体の強みが横展開していく
感覚＆温度があがる、そんな温かい協働という形が作りあ
げられ、点が線に、面に、今後広がっていくだろうミライにも、
五感が騒がしくわくわくしています。

投げかけたら、問いかけたら、一緒に考えてくれる人達。
はじめましての人との出会い。
知っている人の始めて出会う一面との出会い。
人のあたたかさとの出会い。

私の宝物は「出逢い」です。実行委員に参加して、新しい
出逢いがあり、繋がる事が出来たと思います。この出逢いを
今後も大切にしていきたいと思っています。

子どもの権利を改めて学ぶ意欲を得たことと実行委員さん
達との出会い。

人は人との繋がりの中で生きていると、体感出来たことが私
の宝物です。
その繋がりが温かく安心できるものであれば、チャレンジ出来
て自分の成長も感じられる。そして自分も人も大切にするこ
とが出来る。そんな繋がりを広げていきたいと思います。

実行委員間で、信頼関係を築ことができたと感じられたこ
とが一番の宝物です。他の団体の活動を知ることができたの
は、自分の役割を知ることに繋がったと思います。また、この
活動をよく知らなかった人が参加してくれたことは、大きな
宝だと感じます。

とにかく参画されている皆さんが素敵すぎでした☆共に汗を
かいた絆から沢山の交流が生まれ、優しい心のある皆さん
から、新たな気づきやヒントをたくさん得られました。本当に
ありがとうございました◎
子どもの権利というものをもっと多くの方に知ってもらいたいと
感じました。そのためのアクションを改めて考え、皆さんとコラボ
してフォーラムのみでなく現場の活動の中でも広めていく活動
を企画していけたらと考えています。

おとなのものさしに縛られているのはおとなだった、と気づけた
ことが、大きな宝でした。こうせなあかん、こうあるべき、といっ
た世間の目に縛られ、個々を殺す常識や、子どもだけでなく
大人も生きにくさを感じてるけどそれを声に出せない風潮
が、子どもが生きにくい環境作っているのでは、と。
子どもも大人もマイナスな感情も受け入れて、ぼちぼちやっ
ていこう、と言っていいんだと気づけたことも宝になりました。
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感想・思い・大切にしたこと

協賛活動で輪が広がるイメージを持ち活動したもの
の、理解や協力を得るのは実際にはそう簡単ではな
く、いい経験でした。でも、その分つながった方々との
関係は濃く、多くの“新たな一歩”につながったよう
に思います。（イトノワ　田島真実）

「想いを協賛寄付に込めて応援してくださる」そん
な繋がりを築く機会に関わらせてもらえて感謝です。
今後も賛同して頂けるよう、関係性を積み上げてい
きたいです。
（BYBS コーチング　松原康予）

アート展を主催している自分にとって学びになると
思い、協賛チームに参加しました。協賛・寄付で
も他のどんな形でも、応援してもらうために大事
なのは、【つながり】【共感】【信頼】だなぁ
と改めて感じました。

（日本こども色彩協会　宮川華子）

協賛チラシ

会場チラシ

子どもの権利を知る人が一人でも増えれば、と
いう思いで協賛チームの一員となりました。小さな
力が集まって大きな束となりフォーラムができあが
るのを見て、同じ未来を目指す仲間がこんなに
いるんだと嬉しく思いました。

（こどもNPO　河村玲子）

有志チーム

主な役割 担当

協賛チーム

会場しつらえチーム

お弁当チーム

協賛団体・寄付の募集

会場や展示などの案内作成

スタッフや登壇者の弁当手配

河村玲子、宮川華子、松原康予、田島真実

菅井真紀、小松昌世、青木久美、堀内まどか

布看板作成：弥田美雪

堀尚子、堀内まどか

協賛チーム

協賛活動で輪が広がるイメージを持ち活動した
ものの、理解や協力を得るのは実際にはそう簡
単ではなく、いい経験でした。でも、その分つなが
った方々との関係は濃く、多くの“新たな一
歩”につながったように思います。

（イトノワ　田島真実）

「想いを協賛寄付に込めて応援してくださる」
そんな繋がりを築く機会に関わらせてもらえて感
謝です。
今後も賛同して頂けるよう、関係性を積み上げ
ていきたいです。

（BYBS コーチング　松原康予）
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協賛活動で輪が広がるイメージを持ち活動したもの
の、理解や協力を得るのは実際にはそう簡単ではな
く、いい経験でした。でも、その分つながった方々との
関係は濃く、多くの“新たな一歩”につながったよう
に思います。（イトノワ　田島真実）

「想いを協賛寄付に込めて応援してくださる」そん
な繋がりを築く機会に関わらせてもらえて感謝です。
今後も賛同して頂けるよう、関係性を積み上げてい
きたいです。
（BYBS コーチング　松原康予）

フォーラム等を作る側になったのが初めてで、何か
お役に立ちたい、私にお手伝いができるなら...
と、やってみました！
お弁当を渡すときも、みなさんにありがとう、助か
りました、と言っていただけ、優しさにほっこりしてま
した☺ 
     (社会的マルトリートメント予防中部支部　

堀尚子)

お弁当チーム

実行委員 弥田さん作 実行委員 弥田さん作 ２号

初の会場設え担当にとっては、把握しておくこと
の多さは、予想以上でした。1人では抱えきれな
い担当を、信頼できる仲間となら、楽しくやり遂
げられる。この小さな行動の集合が、フォーラムそ
のもののように感じました。打ち合わせに担当スタ
ッフの子が参加し、見え方の確認や、意見を出し
てくれたことが貴重な良い時間となりました。

（豊田・みよし おやこ劇場　青木久美）

和やかな雰囲気の係で、毎月の集まりが楽しみ
でした。多様な特性や支援の必要な方々の動き
を想定しながら準備を進めるという経験は、普
段の生活では思いが及ばない点が多くあり、学
ばせていただくことばかりでした。
（野外保育とよた森のたまご　堀内まどか）

会場しつらえチーム

どんな物が必要か、見やすいか。4人でワイワイ
考えたり作業するのは、文化祭みたいでとても楽
しかったです。現地で考えるとイメージも湧き、気
づくことも多く、下見の大切さを改めて実感しま
した。

（Sokkaの会　菅井真紀）

フォーラムの雰囲気に合うことも意識して用意しま
した。相談しながら、作ったものを会場でどう見え
るか試しながら作ったことで、より見やすいものが
できたと思います。相談していく過程でいろいろな
話をしたり、一緒に作業しながらの雑談など、と
てもいい時間でした。　
        （Sokkaの会/とよたプレーパークの会

小松昌世）

フォーラム初心者なので、お弁当係ならできそうだ
と思い、立候補しました。
ほぼLINEでのやり取りだったので、前日にやっ
と話ができて嬉しかったです。
集金・配布共にみなさんが助けてくれたので、
大変ではなかったです。

(野外保育とよた森のたまご　堀内まどか)

打ち合わせに参加してくれた
実行委員のこども

登壇者・実行委員・スタッフ用弁当
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アンケート結果

年　代

40代

(22人)

５0代

(2１人)
10代

(１０人)

～

６0代

(８人)

３0代

(６人)

７0代

(６人)

～

20代

(５人)

ご所属；複数回答可

0 5 10 15 20 25

こどもに関わる仕事

NPO,�NGO以外の市⺠活動団体

その他

⾏政関係者

こども

NPO,�NGO関係者

教員

豊⽥市⼦ども委員のご家族

議会関係者

23人

18人

15人

９人

９人

８人

４ 人

３ 人

２ 人

１．ご自身についてお聞かせください

居住地

豊田市内
(４９人)

愛知県内

(豊田市以外)

(２０人)

県外
(1人)
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%

0 20 40 60 80 100

トークセッション

分科会

豊田市子ども会議発表

クロージング

団体パネル展示

こどもの権利に関する

満足度 :    1    2    3    4    5

25%

14%

11%

8%

3
%

25%

7%

５%

2
%

２．プログラムについてお聞かせください）

今回のフォーラムに参加したきっかけは何ですか？

（複数選択可）

０% 新聞

30

プログラムの満足度をお聞かせください（プログラムに

 参加されていない方は、ご記入は結構です）

ツール・グッズ展示
% % % % % %

3 5 24 37

28

14

23

15

20

10

7

11

17

11

1

2

31

1

1

6

2

満足！

(単位：人)

チラシ

知人からの紹介

実行委員会に所属団体が参加している

こどもの権利に関心があったため

豊田市子ども会議参加者

もしくは応援のため

職業上必要性を感じたため

SNS

その他

広報とよた



１

あまり思わない

31

4320

8

３．『こどもの権利』についてお聞かせください　

5

フォーラムの参加以前に『子どもの権利条約、

豊田市子ども条例』についてご存じでしたか？

人
人

人

人

知っていた
なんとなく
知っていた

あまり
知らなかった

知らなかった

50

２５

フォーラムに参加して『こどもの権利』の理解

につながりましたか？

人

人

つながった

なんとなく
つながった

つながらなかった０人

51

２４

『こどもの権利』を広げていきたい、もしくは、

広がると良いと思いましたか？

人

人

人

とても思う

思う

知らなかっ
た

０人

97

3

４．今回のフォーラムを通して、感想などを教えてください。　

新たな人や団体とのつながりや、気づき、学び

の機会となりましたか？

%

％

なった

あまりならなかった ならなかった

40３１

今後も、このようなフォーラムに参加したいで

すか？

人
人

とても参加したい

参加しないと思う０％

参加したい

3
％



アンケート自由記述より、一部抜粋  【フォーラムを通して感じたことなど】

アンケート結果

教員をするなかで、こどもへの対応は普段からよく考えていることではありました。
ですが、今回参加して大人のものさしとは別で教員のものさしで見てしまっている部分があるなと感じました。今後の生
活では、常に子どもへのものさしや対応について日々考えていきたいと思いました。

子どもたちはいろんな考えをもっていることを知った。子どもたちの意見、考えを受けとめるからには、大人も実現のた
めに考えつづけ、闘うことが大切。子どもが生き生きするには　周りの大人が自分らしく輝けること、逆に子どもが
のびのびしていると大人も元気をもらえる。互いに、共に、考えていくことの大切さを学んだ。子どものことをたくさん考
えて、想いをもっている人がたくさんいることを知って、刺激をもらうばかりでした。

フロアにいる子ども会議のメンバーから「子どもの意見はきく、でも通らない」という意見が出た。子どもの意見はき
いても、それをないがしろにしてはいけないこと強く感じた。きくからには、反映させていくべき。子どもの意見を社会
に、　政策に、反映させないと、子どもは声をあげる意味を感じなくなってしまう。貴重な意見だったと思う。

日常的に家には子どもが居て、かかわりをもっているものの、この様な視点で考えたことがなかったので、自分の考え
や子どもへの声かけを改めてふりかえる良い機会になった。自分の経験値だけで（ものさし）、あれこれ考えて子ど
もに伝えるのではなく、親としての「願い」はもちながらも、見守る姿勢を大切にしていきたい。

自分は大人になりつつある大学生で、数年前までは”大きな子ども”としてもっていた考えがありましたが、今回のフォ
ーラムで自分も成長して子どもの感覚を失いつつあることに気づかされました。

トークセッションではいろいろな立場・職業の人がいたのがとてもよかったです。普段は子どもに関わる仕事の人と話す
ことが多いので、いろいろなちがう視点からものさし・まなざしを考えられました。特に田北さんのまちづくりの話が興味
深かったです。フォーラムではいろんな人・団体がいたから普段つながれない人ともつながれたところもよかったです。

とても温かな会だと感じました。自分自身を大切にすること・認めること、失敗や残念な自分もおおらかに受け止
めること。寛容な社会になるように、少しづつ周りとつながってやっていきたいと考えています。

トークセッションの中で「まちはあいまいだからバランスがとれる。そこで生活する1人1人の声を聞くことが必要」との
メッセージが、非常に心に残りました。思いを聞き、みんなで語り合うことが、自分らしく生きることにつながると感じま
した。

昨年のフォーラムを経て、こうした活動につながったことは大事なことだと感じました。
個々の団体の活動も大事ですが、市民同士が連携し、つながることは、それぞれの活動をより強くすることになりま
す。これからの活動の広がりを楽しみにしています。

私は子ども委員としてみんなに広める。　

子どもの権利に意識が向いていない人、心理的距離が遠い人なども含め、広く一般の人に参加してもらうにはどう
したらいいのでしょうね。どうしても「関係者」ばかりになってしまう感はありますね。

パネラーの方　多彩でよかったですが、ひとりひとりのお話をきくには少し大勢すぎて浅くなったような気もします。

欲をいうなら、もっとたくさんのこども達が来てくれたらいいですね♡そして、こどもよりも親御さんこそ、知ってほしいです
ね。
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アンケート結果

とりあげて欲しいテーマ

学びを選択する権利、教育機会確保法など

学校教育の中にこどもの権利

こどものキャリア教育

先生とは何か：教える側からのこどもの見え方と親・こどもとのギャップ 共通点を知りたい

不登校、障害、ひとり親家庭

家庭におけるこどもの権利（大人の権利） 

こども対象で、こどもの権利をどんな場面で、どう使っていけば良いかを具体的に

学校の先生や地域のおとな、市の関係者の意見などを同時に聞く場

各々の事情や背景も知りたいです。

生の声がたくさんきける場

支援員への研修、人権教育する人の育成

大人の世界とこどもの世界 それぞれの悩みと共有

こどもも大人も何を自由と感じるのか？

現代の学生が願う権利

図書館について
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　昨年度の全国フォーラムのレガシーとして今回のフォーラムが開催されたことを、とてもうれしく思って

います。実行委員会の皆さんが練られたトークセッションや分科会など、豊田らしい温かく、こどもの気持

ちを大切にしようという気づきにつながる内容だったと思います。

　また、今回のフォーラム参加者には、こどもたちや子育て当事者だけでなく、学校の先生や地域の区長

さんたちなど多くの方々にご参加いただけました。多様な人が多様な立場で子どもの権利について考え

る今回のフォーラムを通じて、今後益々豊田市における子どもの権利の理解と実践につながっていくも

のと期待しています。

　昨年開催された全国フォーラムの機運を豊田市版として受け継ぎ、１９団体から構成された今回の実行

委員会は、前向きで個性豊かな素敵なメンバーが集まりました。３０名を超えるメンバーがいるため、意

見が異なる場面もありましたが、自分と異なる意見に耳を傾け、お互いの意見を尊重し合う姿は「こども

にやさしいまち」を目指すお手本のような実行委員会でした。

　参加者が「おとなのものさし　こどものまなざし」と真剣に向き合う意義あるフォーラムを開催することが

でき、私自身もその一員になれたことを嬉しく思うとともに、今後も市民団体の皆さんと協力し「こどもに

やさしいまち・みんなにやさしいまち」をつくっていきたいと思います。

 　担当者

　フォーラム当日、様々な立場や年齢の参加者がこどもの声に耳を傾けて「こどもにとって本当に何がよ

いのか」を考える時間になったことに今回のフォーラムの意義を感じました。今回から豊田市版としての

実施でしたが、だからこそ参加者がより自分の地区での活動や仕事に落とし込んで考えられたのではな

いかと思います。

　実行委員会は今年、新しく参画してくださる団体が増えて、でも去年のあたたかい雰囲気を継続し、団

体ごとの想いを掛け合わせて企画が行われていきました。実行委員会は、みなさんと話していると言葉

が身に染みて、「自分もこどもたちのために頑張りたい」と思わせてもらえる、自分にとって大切な場所で

す。

こども・若者政策課 課長：宇佐美由紀

担当者：松本一輝、秋田真由

こども・若者政策課 課長

･････････････････････････････････�････････････････････････････････････････････････
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参考資料

実行委員団体紹介
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参考資料

実行委員団体紹介
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参考資料

ユニセフ子どもの権利条約
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＊豊田市　こども・若者政策課

   とよた子どもの権利相談室（こことよ）で受け取れます。

豊田市子ども条例

参考資料

中学生版

小学生版
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参考資料

ブックリスト
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参考資料

ブックリスト
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『こどもの権利に関する楽しいツール・書籍などの展示』コーナーにて、

こどもの権利が楽しく・親しみやすく学べるツールの展示をしました。

企画・発行　子どもアドボカシセンター福岡   1セット　￥3,300　（パスポート単品￥200）

参考資料

ツールリスト

「子どもの権利」を学ぶワークショップキット　『きかせてジャーニー』　

合同出版　（甲斐田万智子　監修）　 ￥3,400＋税

『世界の子ども権利かるた』 ～みんなで知ろう！わたしたちのチャイルドライツ～

※午前の部トークセッションスピーカー、午後の部 分科会３の講師である、田北雅裕さんが開発に携わった。

『なんでやねんすごろく』

販売　子どもの権利条約 関西ネットワーク　1セット　￥2,000＋送料
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協賛等企業・団体⼀覧

パンフレット協賛

有限会社ホームドック.タイキ

一般社団法人Re Smile

特定非営利活動法人ユートピア若宮

豊田電機株式会社

一般財団法人善都財団

特定非営利活動法人こどもNPO

野外保育とよた森のたまご

一般社団法人いま・ここ

豊田信用金庫

おいでんエネルギー

eight

kabo.

Instagram協賛

ゆのか

Sokkaの会

特定非営利活動法人こどもNPO

有限会社ホームドック. タイキ

野外保育とよた森のたまご

(一社)豊田青年会議所2025年 子どもの生き抜く力創造委員会

　　寄付

田島真実

松原康予

秋田真由

鈴村英衣

TONAR Pilz合同会社

山本有希

河村玲子

仲野奈々

有限会社ホームドック. タイキ

ねんね改善教室nature.baby

しもやまみんなの学び舎＊たんぽぽ

矢藤亜矢子

宇佐美由紀

渡邉薫

トヨタ生活協同組合

小松昌世

浦川由香

菅井真紀

2025.2.18時点

2025.2.18時点
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関係団体・実⾏委員会

主催

とよたこどもの権利フォーラム実行委員会

共催

豊田市

後援

こども家庭庁、愛知県、愛知県教育委員会、豊田市教育委員会、社会福祉法人 豊田市社会福祉協議会、広げ

よう！子どもの権利条約キャンペーン、公益財団法人日本ユニセフ協会

実行委員会構成団体（五十音順）

NPO法人あいちCAPプラス、イトノワ、特定非営利活動法人こどもNPO、こどものマイクけんきゅうかい、一

般社団法人子どもアドボカシーセンターNAGOYA、子どもの権利条約フォーラム㏌とうかい、社会的マルト

リートメント予防中部支部、自立生活センター十彩、Sokkaの会、一般社団法人JUNTOS、NPO法人チャイ

ルドラインあいち、豊田市こども・若者政策課、とよたプレーパークの会、豊田・みよしおやこ劇場、一般社団

法人日本こども色彩協会、BYBSコーチング、フリースペースK、野外保育とよた森のたまご、ゆるっと♡ほけ

んしつ夢カフェ

実行委員

　　実行委員長

釘宮順子／フリースペースK

　　副実行委員長

浦川由香／自立生活センター十彩

　　事務局長

田島真実／イトノワ

　　監事

宮川華子／一般社団法人日本こども色彩協会

山本貴美子／Sokkaの会

　　実行委員

斉藤美紀／NPO法人あいちCAPプラス

河村玲子／特定非営利活動法人こどもNPO

安藤順／こどものマイクけんきゅうかい

有馬直美／こどものマイクけんきゅうかい

猪飼由美子／こどものマイクけんきゅうかい

鈴木佳代／こどものマイクけんきゅうかい

中村栄子／こどものマイクけんきゅうかい

髙橋弘恵／NPO法人チャイルドラインあいち

一般社団法人子どもアドボカシーセンターNAGOYA

本岡恵／子どもの権利条約フォーラム㏌とうかい

加藤康平／社会的マルトリートメント予防中部支部

堀尚子／社会的マルトリートメント予防中部支部

種村香絵／自立生活センター十彩

小松昌世／Sokkaの会・とよたプレーパークの会

菅井真紀／Sokkaの会

吉村迅翔／一般社団法人JUNTOS

秋田真由／豊田市こども・若者政策課

松本一輝／豊田市こども・若者政策課

森本夕稀／豊田市こども・若者政策課

鈴木牧穂／とよたプレーパークの会

鈴村英衣／とよたプレーパークの会

青木久美／豊田・みよしおやこ劇場

弥田美雪／豊田・みよしおやこ劇場

松原康予／BYBSコーチング

嶋田真紀／野外保育とよた森のたまご

堀内まどか／野外保育とよた森のたまご

今西モト子／ゆるっと♡ほけんしつ夢カフェ
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振り返るフォーラム
写真で

当日朝 実行委員打合せ  トークセッション スピーカーの発言

手作りの布看板 トークセッション 会場の発言

きかせてジャーニー

展示の様子

 トークセッション 
スピーカーの発言

トークセッションの様子



会場入口

分科会１の様子

分科会２の様子

分科会３の様子

分科会４の様子

クロージング会場の様子

　フォーラム後の   

実行委員会の様子

特別企画 豊田市子ども会議の様子


